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教育目標   

本年度の重点目標 

 １ 学習指導の強化…基礎基本の定着、学び直しの支援 

 ２ 生徒指導の充実…規律ある生活、基本的生活習慣の確立 

 ３ 進路指導の改善…進路目標の明確化と職業観・勤労観の育成 

達成度 

A ほぼ達成（8 割以上） 

B 概ね達成（6 割以上） 

C 変化の兆し（3 割以上） 

D 不十分（3 割未満） 

学校関係者評価委員会 

 メンバー 

  

学  校  自  己  評  価  学校関係者評価 

現状と学校評価実施計画 達成状況と改善策  実施日 平成 年 月 日 

No 現状と課題 評価項目 具体的方策 
方策の 

評価指標 
方策の達成状況 達成度 

次年度への 

課題と改善策 
 学校関係者からの 

評価・意見等 

１ 

【学習指導】 

・不登校や学習時間の不足か

ら、小･中学校の学習内容が定

着していない生徒が多く見ら

れる。 

・学ぶことへの意欲が低い生徒

がいる。 

・非常勤講師を除き、各教科 1

名の体制であるため、教員同士

で切磋琢磨する場面が少ない。 

 

教員の授

業力の向
上 

年間 2 回の校内公開授業におけ

る授業への積極的な参観とその後

の意見交換、見学者アンケートに

より授業力の向上を図る。 

・1 回の公開授業の際に
一人あたり 5回以上の

参観 

・アンケートを集計し、

授業者の振り返りとす

る 

     

生徒による授業評価を組織的に

実施し、生徒の立場に立った授業

を実践する。 

・組織的な授業評価の実

施 

基礎学力
の定着 

「マイスタディ」の時間毎に小

テストを実施するなど、実施方法
を改善し、基礎学力の定着を図る。 

・小テストの実施状況     

２ 

【生徒指導】 

・多くの生徒が落ち着いて学校

生活を送っている。一部の生徒

に規範意識が希薄な面が見ら

れ、安易な欠席、遅刻、服装等

の乱れ、授業中の態度に課題が

残る。 

・不登校経験者が多いが、課題

を乗り越え登校できている生

徒が大半である。一方で、自尊

感情が低く、対人関係に課題を

抱える生徒もいる。 

生徒指導

の充実と
規範意識
の向上 

登校、遅刻、頭髪、巡回指導を
組織的・計画的に実施し、生徒へ
の言葉かけや褒めることで、自尊

感情を高め、校則を遵守する態度
を育成する。 

・出席率 90.0％以上 

・遅刻者数 1000件以内 

・自尊感情に関する生徒
アンケート結果 

     

情報モラル教育、交通安全教育、

薬物乱用防止教育等で外部講師を
活用し、生徒の規範意識を高める。 

・実施の有無 

・規範意識に関する生徒
アンケート結果 

教育相談
の充実と

生徒理解
の推進 

教育相談体制の充実（個人面談、
面接週間）、気付きメモ、意識調査
の実施による教職員間での情報の

共有。 

・面接の実施状況 

・メモ、調査結果 

・情報の共有に関する教

員アンケート結果 

    

３ 

【進路指導】 

・職業観、勤労観が確立され

ていない生徒が多く見られ

る。 

・自己理解が不足しており、

進路を実現するための具体

的方策を見出せない生徒が

いる。 

職業観の

確立･進路
意識の高
揚 

進路に関する行事の実施方法を
改善し、職業観を確立するととも
に、進路意識の高揚を図る。 

・実施方法の改善 

・職業観、進路意識に関
する生徒アンケート結

果 

     

勤務先調査を実施するととも
に、昼間の時間を効果的に活用す

るよう働きかけ、働くことの意味
を考えさせる。 

・就労率 65％以上 

・職業観に関する生徒ア

ンケート結果 

自己理解

の深化 

 総合的な学習の時間や適性検査
の実施とそれらの結果の面談等へ
の効果的な活用を図る。 

・適性検査の結果 

・自己理解に関する生徒
アンケート結果 

    

 


